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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

左エンジンカバーブラケット 1
右エンジンカバーブラケット 1
シャフトヒンジブラケット 2
ヒンジのシャフト 1
カバー用タイプレート 1
カバー用クランピングプレート 2
ねじM6 4
ワッシャ 1/4 x 3/4 8
ナット M6 4
割ピン 2
ワッシャ M8 4
六角ナット (M8) 13
ゴムワッシャ 14
ワッシャ5/16 x 7/8 4
コーチボルト 4

エンジンカバーブレースを取り付けます。
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エエエンンンジジジンンンカカカバババーーーブブブレレレーーースススををを取取取りりり付付付
けけけるるる
注注注 このキットの取り付け方法についてよく分から
ないことがある場合には、いつでも代理店にご相
談ください。

1. 平らな場所に駐車し、刈り込みデッキを上昇さ
せてラッチを掛け、駐車ブレーキを掛け、走行
ペダルがニュートラルに戻っていること、カッ
ターのブレードがOFF位置になっていることを
確認し、エンジンを停止してキーを抜き取る。

2. 車体から既存のエンジンカバーを外すラジエ
ターブラケットからケーブルステイを外し、
ヒンジブラケットからロールピンを外して、
ヒンジのシャフトを抜き出す。

注注注 外したヒンジシャフトとロールピンは廃棄
するが、ワッシャM204枚は新しいアセンブリ
の取り付け用に残す。

3. 作業台の上にエンジンカバーアセンブリを上
下さかさまに置く。

4. 既存のヒンジブラケットを外して破棄する。

5. 新しいヒンジカバーブラケット左用と右用を
取り付ける図 1。

注注注 ヒンジカバーブラケットの留め具はまだ本
締めしないでください。
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図図図 1

1. 大ヘッドねじ 4. 六角ナット (M8)

2. ヒンジカバーブラケット 5. ワッシャ M8
3. ワッシャ5/16 x 7/8

6. 新しいヒンジシャフトを取り付ける図 2。

注注注 割ピンはまだ開かないでください。
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図図図 2

1. 割ピン 2. ヒンジのシャフト

7. ヒンジカバーブラケット2つを締め付けるヒン
ジのシャフトのブッシュが入っている面のエッ
ジとエンジンカバーの下側のリターンエッジと
の間に約 3mmの隙間を作るようにすること。

8. 左右のヒンジカバーブラケットと治具を使っ
て、エンジンカバーの両側にそれぞれに、直
径 8.5mmの穴を 2つあける図 3。

重重重要要要 ドドドリリリルルル使使使用用用時時時にににははは必必必ずずず保保保護護護めめめがががねねねなななどどどででで
目目目ををを保保保護護護しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 全部の穴が互いに平行になるように、穴あ
け時にはエンジンカバーに対してドリルを直
角に当てるようにしてください。
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図図図 3

1. 直径 8.5mm の穴

9. クランピングプレートを取り付ける大ヘッド
ねじのナットをゆるめて後取り付けポイント
の下にあるゴム製ワッシャ2枚を外し 図 4、前
取り付けポイントの下にあるゴム製ワッシャ
3枚を外す 図 5。 そして、エンジンカバーの
外側から 図 6 キャリッジボルトを通してワッ
シャとナットで固定する。各クランピングプ
レートのナット2個を締め付けるワッシャとヒ
ンジブラケットとが面と面でぴったり接触す
るまで締め付ける。面一になったら、そこか
らもう一回転360度だけ締め付ける。

注注注 反対側についても同じ作業を行います。
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図図図 4

1. 大ヘッドねじのナット 3. ワッシャ5/16 x 7/8
2. ゴム製ワッシャ 4. 六角ナット (M8)
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図図図 5

1. 大ヘッドねじのナット 3. ワッシャ5/16 x 7/8
2. ゴム製ワッシャ 4. 六角ナット (M8)
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図図図 6

1. キャリッジボルト 3. ゴム製ワッシャ

2. クランピングプレート

10. カバー用タイプレートを取り付ける図 7。

注注注 反対側についても同じ作業を行います。
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図図図 7

1. ねじM6 4. ワッシャ1/4 x 3/4
2. ワッシャ1/4 x 3/4 5. ナット M6
3. カバー用タイプレート

11. ラジエターのバルクヘッドパネルの下側か
ら、既存のヒンジシャフトブラケットを外し
て新しいものに付け替える。

注注注 まだ本締めしないでください。

12. ヒンジシャフトを取り付けずに、エンジンカ
バーアセンブリをエンジンの上に取り付けて
みる。

注注注 エンジンカバーが機体の中央に位置し、
バルクヘッドにラッチ止めでき、ラジエター
ルームを密閉するように取り囲んでいること
を確認してください。

13. ヒンジシャフトを通す最初に外して残してお
いたワッシャM20を使用する。

14. ヒンジシャフトブラケットを締め付ける割ピ
ンを取り付け、ケーブルステイを元通りに取
り付ける。
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